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「議会だより」のルールを尊重した公正・公平な編集を求める申入書 

 

市議会のようすをつたえる「議会だより」２月号編集にあたり、わが党の梅

津則行議員の「アベ政治を許さない」と書かれたクリアファイル問題と、松永

俊雄議員の市長の政治資金借入、資産公開訂正の問題の本会議質問をともに

不掲載とする方針を示していることは、これまでの釧路市議会のルールを踏

みにじるものであり、とうてい容認できるものではありません。 

「アベ政治を許さない」は、流行語大賞にもノミネートされ安保関連法案

をめぐる運動のなかでひろく知られた表現であり、それのどこが「議会だよ

り」になじまないのか、理解に苦しむものです。 

一方、市長の政治資金借入は市長が市議会で陳謝、資産公開を訂正すると

明言し新聞などでも報道されました。いずれも、市議会としては当然の議論

であり、これまでのルールを踏みにじり当人の意志を無視して不掲載とする

ことなど許されません。 

議会は「言論の府」であり、自由な議論を制限することなどあってはなりま

せん。これは誰もが認める道理であり、何人も否定できない原則です。議会広

報委員長、議長が提起している不掲載との方針はこの原則を投げ捨てるばか

りでなく、まるで「検閲」のような理不尽極まりないものといわなければなり

ません。 

よって議長におかれては、「議会だより」編集にあたって２つの本会議質問

を不掲載とする方針をあらため、これまでのルール通り両議員の質問を掲載

するよう公平に取り扱うことを強く求めます。 

以上 

 

 


